
伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース

甲賀市甲賀市 亀亀山市山市

　豊かな里山で昆虫や植物との出会
いが楽しめる「みなくち子どもの森」
で、DAISO のトレーディングカー
ドゲーム「蟲神器」と滋賀県がコラ
ボしたカードを数量限定で配布しま
す。ぜひこの機会に、みなくち子ど
もの森へお越しください。

【と　き】　10 月４日㈰まで
 　　　　　※なくなり次第終了

【ところ】 　みなくち子どもの森　博物館「自然館」
　　　　　（甲賀市水口町北内貴１０）

【対象者】　自然館へ入館された人
【入館料】　◦大人　200 円　 ◦小・中学生　100 円
　　　　　◦未就学児　無料

【開園時間】　午前９時〜午後４時 30 分
※自然館の入館は午後４時まで

【休園日】　毎週月曜日（祝日を除く。）、
　　　　　祝日の翌日（土日を除く。）ほか
問 滋賀県環境政策課企画・環境学習係
　 ☎ 077-528-3354

　江戸時代から続く伝統行事、「関宿祇園夏まつり」は、
京都祇園祭や住吉天神祭と並ぶ、関西五大祭りの一つ
とされ、旧東海道関宿の街道を豪華絢
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の巡行のほか、山車の上部を勢いよく回転させる「舞
台回し」は迫力満点で、多く
の観客を魅了します。歴史情
緒あふれる関宿で夏の夜のひ
とときをお過ごしください。

【と　き】
　７月 18 日㈯・19 日㈰
※山車の巡行は両日ともに午後５時～９時 30 分

【ところ】　旧東海道関宿の街道沿い
【アクセス】　◦「JR 関駅」から徒歩約５分
　　　　　　◦名阪国道「関 IC」から車で約５分
※当日は交通規制が実施されますので、車でお越しの

際はご注意ください。（臨時駐車場は関小学校グラ
ウンド）

問 関宿祇園夏まつり実行委員会事務局
　（（一社）亀山市観光協会内）　☎ 0595-97-8877
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コラボキャンペーンカード配布！

情報交流ひろば

となりまち

伊賀 甲賀 亀山
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問 市民活動支援センター　☎︎ 22-1511　FAX 22-0317

　以下を応募フォームやメールなどで提出
してください。
◦応募申請書
　　ホームページからダウンロード
　　※応募フォームの場合は、申請書のダウンロード不要
◦会則 ･定款など
　　伊賀市・名張市市民活動支援センター登録団体は
　　不要
◦パネルの内容
　　令和３年度以降の活動について紹介したもの

【応募期間】　７月１日㈬～８月 31 日㈪
※ 25 団体に達し次第、締め切ります。

【選考方法】
　各市町村の会場とインターネットでパネルを展示 ･
公開し、パネルを見た圏域内外の人と審査員（市町村
長）の投票の合計により、入賞団体を決定します。

【表　彰】
　入賞団体を表彰し、活動応援金を贈呈します。
◦グランプリ：５万円
◦準グランプリ：３万円
◦第３位：２万円

【応募できる団体】
　伊賀市 ･ 笠置町 ･ 南山城村 ･ 山添村 ･ 名張市を拠点に公益的な活動
をしている団体（NPO）、ボランティア団体、自治会（区）、住民自治
協議会で、会則 ･ 定款などを有していること
※過去に入賞した団体も応募できます。（昨年のグランプリ団体のみ

選考対象外）

【応募から、表彰式・交流会までの流れ】

◦展示 ･ 投票期間：10 月 1 日㈭～ 31 日㈯
◦展示会場またはインターネットで投票
※パネルの印刷 ･ 展示は各市町村が行います。

開催：令和９年１月（予定）　
　他の団体と交流できる数少ない機会です。ぜひご参
加ください。

TOPICS N
エヌワン

-1 グランプリ in 伊賀城和 2026
出展団体募集

＼パネルで活動を PRしよう／

　N-1 グランプリは、定住自立圏域で活動する団体が作成した活動紹介パネルを展示し、それを見た人が
応援したい団体に投票する取り組みです。
　パネルを出展すると、さまざまな媒体で紹介されるほか、団体同士の交流のきっかけになります。団体の
皆さん、パネルを作って活動を PR しましょう！

２　投票を呼びかける

３　表彰式 ･ 交流会に参加する

１　データを提出する

　暑くなると、スイカやメロンなど水分の多い果物
が欲しくなりますね。芭蕉さんの時代も、夏には水
分と栄養の補給のため果物が重宝されました。当時、
特に人気があった果物がマクワウリです。
　美濃国真桑村（現在の岐阜県本巣市）が名産地で
あったことからその名がついた瓜で、まだスイカが
珍しかった江戸時代前期には、マクワウリが夏の果
物の代表的存在でした。芭蕉さんの句に登場する瓜
も、多くがマクワウリです。

　　子ども等
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　「昼顔の花が咲く暑い盛りになった。さあ、よく
冷えたマクワウリをむいてあげよう。」と呼びかけ
た句です。童心にかえって浮き立っている様子とと
もに、こどもたちへの温かい眼差しも感じられる一
句です。

◆芭蕉翁記念館 夏の企画展
　「俳句と絵のであうところ」
　８月 30 日㈰まで
◆展示解説会
　８月９日㈰　午後２時 30 分～

芭蕉翁記念館だより

問 芭蕉翁記念館　☎ 21-2219　FAX 22-9619

マクワウリ

夏の企画展ホームページ

応募フォーム
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